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「ノウフクJAS」を㈲千広農産が取得しました。 
農福連携の実現に向けた取り組みを支援 

 農業分野と福祉分野が連携し、障がいのある方が農業分野での活躍を通じて自信や

生きがいを持って社会参画を実現していく「農福連携」の取組が広がりを見せていま

す。 
久留米市北野町の（有）千広農産（稲吉広樹 代表）では、福祉事業所と連携し、

葉菜類の出荷調製作業に障害のある方が継続して従事する取り組みを進めてきまし

た。その取り組みをさらに発展させるため、「ノウフクＪＡＳ*」の認証取得を目指

し、条件整備を進め、令和６年２月２７日、認証取得法人となりました。 
普及指導センターは、法人として農福連携に今後どのような姿勢で取り組んでいく

かをまとめた「行動指針」の策定、ＧＡＰの考えに基づいた労働環境の整備など認証

取得に向けた支援を行ってきました。 
 稲吉広樹さんは「近隣での取り組み事例がなく、手探りでの申請となり、難しい面

もあったが、自身の農産物が農福連携の結果であるという証明で販売できることが、

とても嬉しい」と言われました。 
普及指導センターでは、今後も農福連携を目指す農業者の支援に向けた活動を実施

していきます。 
＊ノウフクＪＡＳ・・・2019年に制定された日本農林規格。正式名称は、「障害者が生産行程に 

携わった食品の農林規格（平成31年3月29日農林水産省告示594号）」といいます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問い合わせ  TEL  0942-47-5101 

              FAX  0942-47-5105 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4705101/ 
 

野菜花き課  野菜第一係 

地域振興課  地域係 

障害のある方が働きやすいように段

差をなくす等の対策がされた調製場 


